
新
宮
山
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ぐ
る
ー
ぷ
第
２
３
２
７
回 

 

釈
迦
ヶ
岳
・釈
迦
如
来
像
建
立
１
０
０
年
祝
賀
登
山 

 

◇
実
施
日 

 
 

１
０
月
１
３
日
（ 

日
）  

 
 

 

快
晴 

◇
参
加
者 

 

新
宮
； 

沖
崎
吉
信
、
湯
川
一
郎
、
阪
口
雄
二
、
濱
野
兼
吉
、
畑
林
秀
味
・
清
子
、

大
江
加
予
・
徳
子
、
橋
本
タ
カ
ユ
キ 

 

三
重
； 

杉
山
忠
英
、
山
川
自
知
、
杉
本
和
己
、
上
村
和
美 

 

中
前
Ｇ
；
中
前
晨
太
郎
、
内
野
井
慎
搾
・
里
美
、
山
本
亜
木
、
大
志
野
康
子
、
赤

松
容
子 

 

瀧
本
Ｇ
；
瀧
本
昭
太
郎
、
安
田
知
美
、
立
野
栄
弓
、
大
橋
澄
子 

 

奈
良
大
阪
；
梶
野
照
雄
、
志
岐
敬
、
山
本
直
子
、
山
口
泰
宏
、
由
井
洋
三
、
榊

本
真
仁
、
村
吉
光
夫 

 

そ
の
他
； 

井
筒
良
太
郎
（
貝
塚
市
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
み
）  

 
 

 
 

 

３
１
名 

 

大
正
１
３
年
（
１
９
２
４
年
）
の
７
月
、
釈
迦
ヶ
岳
山
頂
に
立
派
な
釈
迦
如
来

立
像
が
建
立
さ
れ
た
。 

水
嶋
富
三
郎
、
中
島
一
乗
氏
を
発
起
人
と
し
た
「
大
阪
佛
立
会
、
明
徳
講
」
に

よ
っ
て
寄
進
。
建
立
さ
れ
た
も
の
だ
。
こ
の
高
さ
３
ｍ
を
超
す
銅
像
を
山
頂
ま

で
運
び
上
げ
た
の
は
岡
田
雅
行
（
鬼
マ
サ
）
で
、
大
日
岳
の
大
日
如
来
坐
像
、 

掾
の
鼻
の
蔵
王
権
現
像
の
２
体
を
合
わ
せ
た
３
体
を
独
力
で
そ
れ
ぞ
れ
の
建

立
場
所
ま
で
運
搬
し
た
。
３
体
の
運
搬
時
間
は
お
よ
そ
３
か
月
で
あ
っ
た
。 

 

釈
迦
如
来
立
像
は
平
成
１
９
年
の
解
体
修
理
、
令
和
元
年
の
土
台
石
積
の
修

復
、
令
和
２
年
か
ら
３
年
に
か
け
て
の
輪
光
の
修
理
な
ど
に
携
わ
っ
た
ご
縁
も

あ
り
、
各
団
体
に
建
立
１
０
０
年
を
祝
う
動
き
が
な
い
こ
と
か
ら
、
せ
め
て

我
々
の
ぐ
る
ー
ぷ
だ
け
で
も
、
そ
の
１
０
０
年
の
ご
慰
労
と
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
た
行
事
開
催
の
必
要
を
感
じ
、
企
画
・
実
施
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

登
山
口
の
横
断
幕 

 
 
 
 
 

標
識
を
更
新 

 
 
 
 
 
 
 

千
丈
平
に
着
く 

 

当
初
は
９
月
１
日
に
４
０
名
の
参
加
で
実
施
予
定
だ
っ
た
が
、
台
風
１
０
号

の
接
近
で
や
む
な
く
延
期
し
、
１
０
月
１
３
日
の
開
催
と
な
っ
た
。 

 

行
仙
宿
で
の
２
回
の
慰
霊
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
杉
山
忠
英
行
者
に
導
師

を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
快
く
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
菓
子
や
果

物
、
供
花
な
ど
は
大
江
、
畑
林
さ
ん
が
す
べ
て
準
備
し
て
く
だ
さ
っ
た
。 

 

小
仲
坊
の
五
鬼
助
さ
ん
に
も
建
立
１
０
０
年
を
祝
う
登
山
に
付
い
て
相
談

し
た
が
「
私
が
主
に
な
っ
て
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
体
が
弱
っ
て
山
頂
ま
で

登
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
山
彦
さ
ん
で
実
施
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
大
変

あ
り
が
た
い
。
よ
ろ
し
く
頼
み
ま
す
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。 

前
日
の
電
話
に
出
た
奥
様
の
話
で
は
、
１
３
日
の
朝
か
ら
山
頂
に
向
か
う
が
、

１
１
時
半
ま
で
に
到
着
し
な
く
て
も
先
に
始
め
て
く
だ
さ
い
。
頑
張
り
ま
す
！



と
話
さ
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

山
頂
で
勤
行 

 
 
 
 
 
 

線
香
を
手
向
け
る 

 
 
 
 
 

今
西
流
の
万
歳 

 

計
画
時
点
で
は
午
前
８
時
ご
ろ
に
登
山
口
に
集
ま
り
、
全
員
で
山
頂
を
目
指

す
と
し
て
い
た
が
、
足
の
速
い
も
の
と
遅
い
も
の
で
一
時
間
く
ら
い
の
差
が
出

て
し
ま
う
。
そ
こ
で
山
頂
を
集
合
場
所
と
し
、
午
前
１
１
時
３
０
分
に
集
ま
っ

て
頂
く
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
新
宮
を
早
朝
４
時
３
０
分
に
出
発
す
る
組

と
５
時
３
０
分
に
出
発
す
る
組
に
分
か
れ
た
。
ま
た
五
條
市
の
ホ
テ
ル
で
前
泊

さ
れ
た
人
も
い
た
。
参
加
者
は
３
１
名
と
な
り
最
長
老
の
橋
本
梓
さ
ん
（
８
９

歳
）
も
大
変
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
が
、
直
前
に
体
調
を
崩
さ
れ
欠
席
。
ご
子

息
が
参
加
さ
れ
た
。
中
前
君
の
関
係
か
ら
も
ご
長
男
と
内
野
井
君
ご
夫
妻
、
他

女
性
３
名
の
ご
参
加
も
頂
い
た
。 

 

当
日
、
道
の
駅
十
津
川
郷
で
新
宮
後
発
組
、
三
重
県
組
、
中
前
Ｇ
の
皆
さ
ん

が
集
ま
り
、
登
山
口
に
向
か
っ
た
。
午
前
７
時
半
過
ぎ
に
登
山
口
に
到
着
し
た

が
、
３
連
休
の
中
日
で
好
天
に
恵
ま
れ
登
山
者
も
か
な
り
多
い
。
中
間
登
山
口

で
梶
野
君
と
出
会
い
登
山
口
の
駐
車
場
は
一
杯
だ
と
聞
い
て
い
た
の
で
か
な

り
下
の
方
に
停
め
る
覚
悟
だ
っ
た
が
、
ト
イ
レ
の
少
し
下
方
に
駐
車
で
き
た
。 

先
着
し
て
い
た
村
吉
さ
ん
は
い
つ
も
慶
事
に
大
き
な
横
断
幕
を
作
っ
て
く
だ

さ
る
が
、
今
回
も
２
枚
作
製
、
一
枚
は
登
山
口
も
う
一
枚
を
山
頂
用
に
作
っ
て

く
だ
さ
っ
た
。
ま
た
、
不
動
木
屋
谷
登
山
道
の
合
流
部
の
標
識
を
取
り
換
え
る
、

と
標
識
３
枚
と
杭
な
ど
、
重
そ
う
な
荷
物
で
登
っ
て
い
っ
た
よ
う
だ
。 

今
日
は
梶
野
、
榊
本
の
２
名
が
中
間
登
山
道
を
。
瀧
本
Ｇ
の
４
人
は
旧
登
山
口

か
ら
不
動
木
屋
谷
登
山
道
を
登
っ
た
。
瀧
本
さ
ん
に
よ
る
と
、
登
山
道
に
は
間

伐
材
が
多
数
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
間
伐
が
終
わ
る
ま
で
は
利
用
し
な
い
方
が

よ
い
そ
う
だ
。 

 

午
前
８
時
前
に
登
山
口
を
出
る
。
旧
道
の
分
岐
で
い
つ
も
休
憩
す
る
の
だ
が
、

か
つ
て
は
３
０
分
ほ
ど
で
着
い
た
の
だ
が
、
今
で
は
４
０
分
を
越
え
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
旧
道
の
分
岐
に
着
く
と
、
村
吉
さ
ん
の
標
識
取
替
作
業
は

終
わ
っ
て
い
た
。
い
つ
も
と
は
ち
ょ
っ
と
趣
が
違
う
が
、
よ
く
目
立
つ
立
派
な

物
だ
。
こ
れ
で
１
０
年
以
上
交
換
の
必
要
が
無
く
な
っ
た
。 

 

次
の
休
憩
ポ
イ
ン
ト
「
古
田
の
森
」
を
目
指
す
が
、
先
日
行
仙
宿
補
給
路
で

背
負
子
に
セ
メ
ン
ト
を
乗
せ
て
運
搬
中
に
転
倒
し
、
痛
め
た
膝
が
治
り
き
っ
て

お
ら
ず
、
歩
行
が
不
安
定
な
状
態
で
、
２
度
転
倒
し
た
。
情
け
な
い
や
ら
恥
ず

か
し
い
や
ら
。
２
回
目
の
転
倒
で
は
顎
を
強
打
し
て
、
今
で
も
そ
の
跡
が
残
っ

て
い
る
。 

２
時
間
半
近
く
を
要
し
て
千
丈
平
に
着
く
。
１
０
分
ほ
ど
休
ん
で
山
頂
へ
の
急

登
に
入
る
。
少
し
登
っ
た
と
こ
ろ
で
メ
ン
バ
ー
の
４
人
ほ
ど
が
降
り
て
き
た
。 

供
物
、
供
台
、
横
断
幕
な
ど
分
散
し
て
担
い
で
い
た
の
で
山
頂
の
用
意
が
で
き

ず
、
荷
物
を
取
り
に
来
た
と
い
う
。
そ
の
う
ち
の
一
人
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

て
初
参
加
さ
れ
た
貝
塚
市
の
井
筒
良
太
郎
君
か
ら
「
深
仙
宿
で
前
泊
し
た
と
こ

ろ
、
五
鬼
助
さ
ん
の
奥
さ
ん
が
深
仙
宿
迄
登
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
足
の
調



子
が
悪
く
、
山
頂
に
は
向
か
わ
ず
深
仙
宿
か
ら
引
き
返
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん

に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
言
付
か
っ
て
き
ま
し

た
」
と
報
告
が
あ
り
ご
厚
志
を
頂
い
た
。 

ゆ
っ
く
り
で
は
あ
る
が
奥
駈
道
の
三
差
路
に
着
い
た
。
梶
野
君
と
湯
川
君
が
標

識
の
交
換
を
行
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
歩
み
を
進
め
、
午
前
１
１
時
５
分
、
や
っ

と
山
頂
に
着
い
た
。
３
時
間
１
０
分
も
掛
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
釈
迦
如
来
像
足

元
の
石
積
に
は
横
断
幕
、
そ
の
前
に
供
台
が
置
か
れ
、
お
供
え
や
花
も
き
れ
い

に
並
べ
ら
れ
て
、
い
つ
始
め
て
も
い
い
よ
う
に
準
備
さ
れ
て
い
た
。
先
着
の
皆

さ
ん
あ
り
が
と
う
。 

全
員
の
到
着
を
確
認
、
五
鬼
助
さ
ん
の
娘
婿
と
い
う
男
性
も
前
鬼
か
ら
登
っ
て

こ
ら
れ
、
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

本
日
の
参
加
者 
 
 
 
 
 
 

標
識
を
交
換 

 
 
 
 
 
 

パ
イ
プ
を
差
し
直
す 

 

午
前
１
１
時
半
少
し
前
だ
が
式
典
を
始
め
た
。
杉
山
行
者
に
大
峯
７
５
靡
勤

行
次
第
に
よ
り
懺
悔
文
、
開
経
偈
、
般
若
心
経
、
御
真
言
と
続
き
、
本
覚
讃
で

締
め
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
あ
と
全
員
に
線
香
を
一
本
ず
つ
配
っ
て
ご
焼
香
を

行
っ
た
。
こ
れ
で
仏
事
を
終
え
、
沖
崎
よ
り
釈
迦
如
来
像
の
事
、
鬼
マ
サ
の
事

な
ど
を
お
話
し
し
、
祝
賀
行
事
を
終
え
た
。
集
合
写
真
を
撮
っ
て
今
西
流
の
万

歳
で
本
日
の
予
定
を
終
了
し
た
。 

登
山
者
が
多
い
の
で
山
頂
で
食
事
す
る
場
所
が
無
い
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
式

典
を
行
っ
て
い
る
間
、
遠
慮
し
て
下
山
し
た
人
も
い
た
よ
う
で
山
頂
に
人
は
少

な
く
、
座
っ
て
昼
食
を
摂
る
。
数
人
は
千
丈
平
ま
で
降
り
て
昼
食
を
摂
っ
た
よ

う
だ
。
昼
食
後
は
山
頂
で
解
散
し
各
々
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
下
山
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

釈
迦
ヶ
岳 

 
 
 
 
 
 
 

弥
山
、
八
経
ヶ
岳 

 
 
 
 
 
 

大
日
岳 

 

今
年
の
懸
案
事
項
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
一
つ
無
事
に
ク
リ
ア
で
き
た
。 

行
き
帰
り
の
登
山
道
に
お
い
て
も
、
道
標
の
取
り
換
え
、
か
く
し
水
の
パ
イ
プ

調
整
や
奥
駈
三
差
路
の
標
識
整
備
な
ど
、
常
に
目
を
配
っ
て
問
題
を
解
決
し
て

く
れ
る
。
大
変
感
謝
し
た
い
。 

帰
宅
し
て
か
ら
も
、
古
田
の
森
付
近
の
笹
を
刈
る
必
要
が
あ
る
、
か
く
し
水
の

案
内
板
が
破
損
し
て
い
る
、
な
ど
の
声
が
あ
り
今
度
は
作
業
が
必
要
に
な
っ
て

き
た
。 



 
釈
迦
ヶ
岳
は
山
容
の
美
し
さ
、
山
頂
か
ら
の
大
展
望
、
太
尾
登
山
道
の
歩
き

や
す
さ
な
ど
で
、
大
峰
南
部
随
一
の
人
気
の
山
で
あ
る
。
山
頂
に
立
つ
釈
迦
如

来
像
は
大
峰
一
番
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
ろ
う
。
今
ま
で
の
１
０
０
年
と
こ
れ
か
ら

の
１
０
０
年
間
は
、
今
ま
で
以
上
に
厳
し
い
試
練
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

我
々
弱
小
ぐ
る
ー
ぷ
に
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
る
が
、
い
つ
ま
で
も
、
い
つ
ま

で
も
釈
迦
如
来
像
を
見
守
っ
て
行
こ
う
で
は
な
い
か
。 

 
 

（
記
；
沖
崎
） 
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